
子どt妾援センターつなつぐ

米国では、全米で大きなプロジェクト
として、児童虐待について40年以上前か

ら現在も取り組みを続けています。

日本でも、米国のしくみの一部が導入

されており、例えば、2015年には警察 0

検察・児童相談所の三機関連携が導入さ

れ、2023年には刑事訴訟法の改正にもつ

ながりました。
この改正は、三機関連携を促進させる
とともに、米国において実施されている

ような、日本全国での官民を超えたプロ

ジェクトの促進をも期待させるものでも

あります。
当法人は、多機関多職種 (MDT)で連携
し被害を受けた子どもが、司法面接や系

統的全身診察を受け、その後、′む身の回

復につながる支援を切れ日なく受けられ

るようにする「子どものためのワンス

トップセンター「CAC」 (チ ャイル ドア

ドボカシーセンター)」 が必要と考え、

米国の取り組みを参照したNPO法人を設
立 し、活動を続けてきました。
これまでの実務と研究について報告し

「子どものためのワンス トップセンター

と子どもの権利擁護 (ア ドボカシー)」

を考えるための議論を行います。
日本の現在地点を確認 しながら「未来」
に向けた、子どもの権利擁護シンポジウ
ム2023を 開催 します。
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衆議院第一議員会館 Bl大会議室 (逐次通訳あり)

※後日オンデマンド配信 (予定)

主催 :特例認定NPO法人子ども支援センターつなつぐ

共催 :京都産業大学 社会安全・警察学研究所

センター (CAC)と
行 政 (MD丁 )

～ 国、地方、民間すべての力を子どもに ～
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Ⅱ来賓あいさつ(調整中)

Ⅲ行政報告 (調整中)

Ⅳ 子どものためのワンス トップセンター
①特例認定NPO法人子ども支援センターつなつぐ

②司法面接の取組について

:新司法面接プロジェク ト事業報告

(～日本全国で標準的に子どもたちが司法面接を受けられるために～」

③系統的全身診察の取組について

:RISTEXシ ナリオ創出フェーズ

「性虐待の被害児が心身の回復につながる医療機関を八ブとする

CACモデルの構築」事業報告

④付添犬の取組について

V休憩

Ⅷ 日本の未来へ向けて

Ⅸ 来賓より (調整中)

基調講演

リンダ・コーディスコ・スティール

(Linda Cordisco Steele′ Med′ LPC〕 ′

National Children's Advocacy Center)

Ⅶ ビデオメッセージ

アマンダ・グリフィス 連邦検事補
(Amanda GrifFith′ Assistant United States Attorney′
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子どt支援センターつなつぐ

子どもの権利擁護シンポジ

[略 歴 ]

教育学修士、プロフェッショナルカウンセラー。子どもの司法面接の世界的第一人者。

多機関多職種連携のフアシリテーター、アラバマ州のハンツビルにあるNCACのシエア トレーナー。専門分野は、子どもの

司法面接、子どもの発達、多機関多職種連携など。司法面接のスーパービジョンとコンサルティングを国内外で実施。

子どもの司法面接、MD丁・・
世界的な第一人者の公演

―デイスコ・ステイール
nda Cordisco Steele, Med, LPC, National Children's Advocacy Center)

2023

米国における司法面接の第一人者である、リングさん。
アメリカでは全米に、あたりまえに存在する、虐待された児童を救済するためのワンストップ

センター「CAC」 (チヤイルドアドボカシーセンター)。 そこでは、医師、警察、児童相談所、
司法面接者が、一堂に会して、子どものために対応します。その始まりは「司法面接」です。

リングさんは、全米のみならず、全世界における「司法面接」の第―人者。
当法人において、新司法面接プロジェクトをコンサルテーシヨンいただいた経験をもとに、日

本でも、官民を問わずに皆で集まり、日本中の子どもが標準的にワンストップサービスを受けら
れるためのCACの普及と、司法面接、系統的全身診察の拡大、そのために必要な多機関多職種
(MD丁)によるしくみ作りについてもお話しいただきます。今、必聴の講演です。

シンポジウム参加 ご希望の方ヘ～ ～

■ORコロ…・ドIこよるお申込み
こちらのQRコードからお申込みください。 「

轟

■FAXによるお申込み

下記に必要事項をご記入の上、045-246-7800までFAXをご送信ください。

お名前 (ふ りがな)

ご所属

ご職業

メールアドレス

参加方法

(どちらかに○をつけてください)
当日参加 録画視聴

当日はメディアによる取材を予定 してお ります。メディアを避けたいご参加者は、会場後方のお席をご利用 ください。

お問い

合わせ つなっぐ

特例認定NPO法人子ども支援センター つなっぐ
〒231¨ 0005
神奈川県横浜市中区本町 5‐49甲陽 ビル6贈 飛田撞法律事務所壼 ρ
M kenshu@tsuna
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